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ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
の
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
に
お
け
る
先
住
民
の
農
地
不
法
侵
入
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
と
は
、
一
九
四
五
年
以
降
に
、
ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
に
移
住
し
た
沖
縄
県
出
身
者
が
中
心
と
な
っ
て
、

一
九
五
六
年
に
同
共
和
国
サ
ン
タ
ク
ル
ス
県
に
建
設
し
た
開
拓
移
住
地
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
に
は
、
同
共
和
国
政
府

か
ら
行
政
区
と
し
て
認
定
さ
れ
、
模
範
的
農
村
と
し
て
「
小
麦
の
首
都
」
の
称
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
コ
ロ
ニ
ア
・

オ
キ
ナ
ワ
に
は
、
約
二
三
〇
所
帯
、
約
八
七
〇
人
の
県
系
人
を
は
じ
め
、
日
系
人
が
住
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ

ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
で
、
沖
縄
県
出
身
者
の
所
有
地
に
先
住
民
が
侵
入
し
て
、
耕
作
し
た
り
す
る
な
ど
、
深
刻
な
事
態
が
発
生

し
て
い
る
よ
う
だ
。
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
の
県
系
人
に
と
っ
て
、
自
ら
開
墾
し
た
土
地
へ
の
侵
入
は
、
回
復
し
が
た
い
損
害

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
先
住
民
に
よ
る
農
地
不
法
侵
入
事
件
は
、
重
大
か
つ
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
政
府
は
、
在
外
邦
人
の

財
産
を
守
り
、
生
命
身
体
の
安
全
を
守
る
べ
き
重
大
な
責
務
を
負
っ
て
お
り
、
然
る
べ
き
必
要
な
外
交
上
の
措
置
を
講
ず
る
べ

き
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
の
沖
縄
県
系
人
、
屋
良
朝
英
氏
は
、
そ
の
所
有
地
で
あ
る
農
地
の
一
部
、
約
一
六
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
に
、
先
住
民
約
一
五
〇
人
が
侵
入
の
上
、
不
法
占
拠
し
て
お
り
、
困
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
屋
良
朝
英
氏
は
、
侵
入
し

一



た
先
住
民
を
相
手
に
土
地
の
明
け
渡
し
を
求
め
、
現
地
最
高
裁
判
所
で
も
勝
訴
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
住
民
は
、
立

ち
退
き
命
令
の
強
制
執
行
に
従
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
政
府
は
、
屋
良
朝
英
氏
の
所
有
地
に
対
す
る
先
住
民
不
法
侵
入
の
事

件
を
、
ど
の
よ
う
に
掌
握
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
在
外
邦
人
の
財
産
を
保
護
す
る
立
場
か
ら
、
現
地
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
照
ら
し
、
ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
政
府
に

対
し
て
屋
良
朝
英
氏
の
所
有
権
確
認
、
不
法
占
拠
の
排
除
な
ど
を
強
く
求
め
、
必
要
な
外
交
上
の
処
置
を
講
ず
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

在
ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
日
本
大
使
館
は
、
先
住
民
に
よ
る
屋
良
朝
英
氏
の
農
地
不
法
侵
入
事
件
に
つ
い
て
、
事
実
関
係
を
正

確
か
つ
詳
細
に
掌
握
し
て
い
る
の
か
。
現
地
調
査
の
実
施
の
有
無
、
並
び
に
そ
の
時
期
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
現

地
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

政
府
は
、
在
外
邦
人
の
生
命
身
体
の
安
全
を
守
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
屋
良
朝
英
氏
は
、
先
住
民
に
よ
る
農
地
不
法
侵

入
事
件
の
係
争
中
か
ら
今
日
ま
で
、
生
命
身
体
の
安
全
へ
の
危
機
に
脅
え
、
不
安
の
内
に
家
族
共
々
暮
ら
し
て
い
る
。
屋
良

朝
英
氏
は
、
自
ら
の
費
用
で
ガ
ー
ド
マ
ン
を
雇
う
な
ど
、
身
辺
警
護
に
莫
大
な
私
費
を
投
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
政
府

は
、
屋
良
朝
英
氏
と
そ
の
家
族
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、
緊
急
に
、
必
要
か
つ
十
分
な
具
体
的
警
護
対
策
を
講
ず
る
べ
き

二



だ
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

本
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
、
ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
の
チ
ョ
ケ
ワ
ン
カ
外
務
大
臣
が
、
来
日
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
政
府
は
、

こ
の
機
会
に
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
の
農
地
不
法
侵
入
事
件
に
つ
い
て
、
同
外
相
に
対
し
て
善
処
策
を
講
ず
る
よ
う
求
め
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
そ
の
態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


